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研究成果の概要（和文）： 
 日本におけるキリスト教教育の中でも、主として外国修道会を母体として発展してきたカト

リシズムにおける教育実践について、基礎的調査・研究を行った。修道会会員の急速な減少な

どによって散逸しつつある資料を収集・整理すると共に、母体である修道会とそれらが関わる

教育実践や地域との関係について、また、新しい時代を迎え、それらの学校の新しい担い手の

養成の課題への対処の仕方が、教育実践及び教育内容の変化をもたらしていることが明らかに

なった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This is a fundamental research on Christian education in Japan, especially, Catholic 
education, which grew under the influence of foreign missionaries and religious orders. The 
main materials and historical documents concerning of Catholic schools and religious 
orders connected with those schools in Japan were collected for further research, which has 
becoming more difficult to obtain with decrease of the members of religious orders. The 
relations of Catholic schools and religious orders were considered especially with attention 
of the relations of educational activities in those schools and spirituality or mission 
statement of religious orders. Also it became clear that change of formation of new 
successors of those schools with the drop of the numbers of religious orders influenced on 
educational activities and contents of those schools. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本におけるキリスト教教育の中でも、カ
トリシズムの学校教育、とりわけ、修道会を
母体としたカトリシズムに基づく教育につ
いては、従来、殆ど調査・研究がなされてこ
なかった。昨今の急速な修道会会員の減少な
どにより、その歴史的な資料などが散逸しつ
つあることから、我が国におけるキリスト教
教育の中で外国修道会が関わった教育に関
する基礎的な資料収集・整理、及び世代交代
期にあるそれらの教育実践の変容のかたち
を、関係資料収集・整理と共に実態調査を伴
う形で行う必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 従来、一枚岩のものとして考えられがちで
あった日本における修道会を母体とした教
育実践を、世界宗教としてのカトリシズムが
日本に導入された際の文化接触における変
容のかたちという視点からとらえなおし、教
育修道会とそれがかかわる教育実践の全体
像及び日本におけるその変容を明らかにし
ていくための基礎研究を目指した。 
 
３．研究の方法 
 1) 修道会会員の減少などに伴い、散逸しつ 
  つある基礎資料・教材等の収集及び整理 
 2) 修道会による教育の海外における実践に 
  ついての調査 
 3) 修道会立の学校において宗教教育を行っ 
  ている担当教員との面接及びアンケー 
  ト調査 
 4) 修道会をめぐる変化に伴い、宗教教育の 
  新しい担い手の養成に関する資料収集 
  及び面接調査  
 
４．研究成果 
 1) 日本における修道会立学校に関する基 
   礎資料・教材等の収集と整理 
 2) 修道会を母体とする学校教育と、その 
   母体である修道会の創立の精神に関す 
   る理解の変化が、教育実践に関しても 
   影響を及ぼしていることが明らかにな 
   った。 
 3) ただし、その場合においても、地域性 
   や歴史的背景などが教育実践に多様性 
   を与えていることがわかった。 
  4) 時代の急速な変化に晒されている、修 
   道会を母体とする教育がその新しい担 
   い手の養成において直面している課題 
   を整理した。 
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